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情報活用能力

情報活用の実践力

情報社会に参画する態度情報の科学的な理解
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新しい情報活用能力

情報活用の実践力

情報社会に参画する態度

情報の科学的な理解



履歴

• ２０００ 現職教員認定講習会 で情報の免許

• ２００３ 教科情報を教える

• ２０１２ 定年（再任用で週に3日勤務）

• ２０１３ 大阪府立大学で情報科教育法

• ２０１４ 畿央大学で情報処理演習Ⅰ、Ⅱ



高等学校 教科情報の内容



共通教科情報

学習指導要領

高等学校の情報の授業内容
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教育の情報化ビジョン





学習形態

一斉授業

個別学習

反転学習

問題解決学習

アクティブ
ラーニング

協働学習

言語活動
の充実



共通教科情報科の目標
（高等学校学習指導要領）

• 情報及び情報技術を活用するための
知識と技能を習得させ，

• 情報に関する科学的な見方や考え方
を養うとともに，

• 社会の中で情報及び情報技術が果た
している役割や影響を理解させ，

• 社会の情報化の進展に主体的に対応
できる能力と態度を育てる。



「社会と情報」の目標

情報の特徴と情報化が社会に及ぼす
影響を理解させ，
情報機器や情報通信ネットワークなどを
適切に活用して情報を収集，処理，表
現するとともに効果的にコミュニケーショ
ンを行う能力を養い，

情報社会に積極的に参画する態度を
育てる。 （高等学校学習指導要領より）



「情報の科学」の目標

情報社会を支える情報技術の役割や
影響を理解させるとともに，

情報と情報技術を問題の発見と解決に
効果的に活用するための科学的な考
え方を習得させ，

情報社会の発展に主体的に寄与する
能力と態度を育てる。

（高等学校学習指導要領より）



情報科の果たす役割

（高等学校学習指導要領 第2章第10節）p128 

指導計画の作成に当たっての配慮事項

(1) 中学校における情報教育の成果を踏
まえ，情報科での学習が他の各教
科・科目等の学習に役立つよう，他の
各教科・科目等との連携を図ること。



教科横断的な課題に関する研究
大阪府立清水谷高等学校

国立教育政策研究所教育課程センター
平成19/20年度教育課程研究指定校事業

情報科 家庭科

総合的
な学習



情報科 家庭科
（高齢者の生活）

問題解決学習

新聞記事にまとめる

高齢者インタビュー



新聞作成

e05梅本　晃良.pdf
e05梅本　晃良.pdf
b03磯瑞紀.pdf
b03磯瑞紀.pdf


英語プレゼンテーション



教科横断から英語科単独へ

情報科 英語科

情報科と英語科のスケジュール打ち合わせ

ワークシートの作成

リハーサル

英語によるプレゼンテーション本番

スクリプトを書く

ワークシートの下書き作成

確認テスト

私の好きな
場所



情報技術を活用した効果的なコミュニケー
ション能力を育む指導方法等の工夫改善

についての研究
大阪府立東百舌鳥高等学校

国立教育政策研究所教育課程センター
平成25年度 教育課程研究指定校事業

情報科 英語科



実用英語 海外旅行提案



情報の授業で
何を教えるか？

コンピュータの操作×
Microsoft社の製品の操作×



大学 情報処理演習の内容



大学設置基準
昭和31年文部省令第28号

• 第2条 大学は、学部、学科又は課程ごとに、人材の養
成に関する目的その他の教育研究上の目的を学則等
に定め、公表するものとする。

• 第19条 大学は、当該大学、学部及び学科又は課程等
の教育上の目的を達成するために必要な授業科目を
自ら開設し、体系的に教育課程を編成するものとする。
2 教育課程の編成に当たっては、大学は、学部等の専
攻に係る専門の学芸を教授するとともに、幅広く深い教
養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性を育成す
るよう適切に配慮しなければならない。



情報処理演習

？？？

大学の情報処理演習の授業内容





文部科学省「学士力」経済産業省「社会人基礎力」



（３つの能力/１２の要素）

発信力 自分の意見をわかりやすく伝える力

傾聴力 相手の意見を丁寧に聴く力

柔軟性 意見の違いや立場の違いを理解する力

情況把握力
自分と周囲の人々や物事との関係性
を理解する力

規律性 社会のルールや人との約束を守る力

ストレスの発生源に対応する力

主体性

物事に進んで取り組む力

働きかけ力

他人に働きかけ巻き込む力

実行力

目的を設定し確実に行動する力
創造力

課題発見力

新しい価値を生み出す力

現状を分析し目的や課題を明らかにする力

課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備
する力

計画力

前に踏み出す力（アクション）
～一歩前に踏み出し、失敗

しても粘り強く取り組む力
～

考え抜く力（シンキング） ～疑問を持ち、考え抜く力～

チームで働く力（チームワーク） ～多様な人々とともに、目標に向けて協力
する力～

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰ
ﾙ力

社会人基礎力

出典：経済産業省



21世紀型スキル１

三宅なほみ監訳 北大路書房



世界の中で生きる

働くためのツール

働く方法

思考の方法
創造性と
イノベー
ション

批判的思考
問題解決
意思決定

学び方の学習
メタ認知

コミュニ
ケーション

コラボ
レーション

(チームワーク)

情報
リテラシー

シチズン
シップ

人生と
キャリア発達

個人の責任と
社会的責任

ICT
リテラシー

北大路書房 「21世紀型スキル 学びと評価の新たなかたち」 P.グリフィンほか編 三宅なほみ監訳 ほか より



21世紀型能力
（国立教育政策研究所）



畿央大学の情報処理演習

• 目的

クラウド時代における情報通信技術利用の仕
組みを能動的に学習することにより、ICT利用
の背景にあるモデルを理解しICTを活用する
問題解決能力を育むこと

• 目標

検索により解決案を見つけ、判断できるような
問題解決パターンを会得すること

操作スキルは
教えない

アクティブ
ラーニング



指導方針

• 自らPCを設定して自己解決力を鍛える

• 最低限の基礎の習得

• 大学の学習に必要なスキルを身につける

• 情報の科学的理解を深める

• 情報機器活用能力の向上



状況

• 2014年 入学者全員にSurfacePro2を貸与

（自ら開封し、アカウントと無線LANを設定し、
Officeをインストールする。秋には再インス
トールを行う）

• 2015年 入学者全員にSurfacePro3を貸与



スキル格差を解消(?)する方法

• 反転学習

一人1台のパソコンを与え、事前学習する

•協働学習

グループで考え、 話し合い、

学び会う

教材をどのよ
うに準備する

か



情報科学の未来

• カリキュラム

小学校から大学の専門課程まで、情報の科
学的理解を中心に系統的に整えるべき

•機器

BYOD（Bring Your Own Device） または

COPE（Corporate Owned, Personally Enabled）
で自分で設定し,自己解決力を図る



情報プレイスメントテスト結果
（文部科学省「大学間連携共同教育推進事業」）

40問20分 西端律子、日本情報科教育学会 第7回全国大会講演論文集


